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令和２年度足立区総合交通計画推進会議（書面開催）での主な意見 

 

（１）実施事業の進捗状況(令和元年度)について  

No. 寄せられた意見の概要 区の考え方 

１）混雑緩和対策（日暮里・舎人ライナー、つくばエクスプレス）に関すること 

１ 

 

つくばエクスプレスに関して、東京都の

時差Ｂｉｚキャンペーンへ参加することに

より、都内の鉄道事業者が一体となったキ

ャンペーンを展開している。そのため、当

社単独でのキャンペーンは行っていないも

のの、オフピーク通勤を促進するキャンペ

ーンは実施している。新型コロナウイルス

感染症の影響と、当社の混雑緩和対策の取

組により、現在は相当程度混雑は緩和され

ている一方、旅客収入が激減し、経営状況

が厳しい状況にある。こうした情勢変化を

計画に反映する必要があると考える。少な

くとも、キャンペーン実施について柔軟な

解釈を可能とする取扱いを要望する。 

（鉄道事業者） 

単独で行うキャンペーンだけではなく、

鉄道事業者が一体となって行うキャンペー

ンも事業の実績として含めていくことを今

後検討してまいります。 

また、新型コロナウイルスの感染拡大に

よる鉄道の利用者減少などの社会情勢の変

化を鑑み、キャンペーンについて様々な視

点で評価していきたいと考えております。 

 

２）踏切解消（竹ノ塚駅、北千住駅）に関すること 

２ 鉄道関係においての「踏切解消」につい

ては、「北千住の立体交差化」は、多年の

課題であり、ひたすらの念願であるので、

難題を克服し実現に向けての検討を引き続

きお願いする。 

（住民または利用者） 

鉄道と道路の立体交差化については、引

き続き検討してまいります。 

 

３）ホームドア設置等バリアフリー化に関すること 

３ 

 

東武スカイツリーラインではホームドア

設置の予定はいつか。 

（住民または利用者） 

北千住駅の３階ホームについては、令和

３年３月にホームドアを設置いたしました。

その他については区としても今後、鉄道事

業者による設置が進むよう協議してまいり

ます。 
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No. 寄せられた意見の概要 区の考え方 

４）拠点間バス路線等の維持・強化、交通不便地域のバス路線導入に関すること 

４ 「拠点間バス路線等の維持・強化」と「交

通不便地域のバス路線導入」の事業施策つ

いて、事業同士が両方良しとなるよう工夫

ができるように事業指標が位置付けられ、

評価、見直しできるようにして頂きたい。

（区議会議員） 

現在、花畑地域で進めている「交通不便

地域のバス路線導入」検討については、既

存のバスルートをできるだけ通過しないよ

うルートを検討しております。また、今後

の交通不便を解消するバス路線等の導入検

討に際しては、拠点間バス路線の新設など

変化の状況も十分勘案しながら、検討を進

めていくとともに、評価にあたっては各事

業間の連携を考慮の上、進めてまいります。 

 

５）バス停の利用環境整備に関すること 

５ Ａ－２－④「はるかぜ」のバス停Ｒ１から

３か年で点字７５箇所の目標のところ実績

は１７箇所と１年平均（単純計算すると）

の２５箇所には達成していないことにはな

らないのか。 

（区議会議員） 

点字ブロックについては、１年で２５箇

所設置するのではなく、３年で７５箇所設

置を目標としております。元年度は１７箇

所という実績となりましたが、３年で７５

箇所設置という目標達成に向け、引き続き

進めてまいります。 

 

６）ユニバーサルデザインタクシーの導入に関すること 

６ ユニバーサルデザインのタクシーの台数

は目標達成であるが、これからも増車して

いく予定か。 

（住民または利用者） 

ユニバーサルデザインタクシーについて

は、台数を達成した元年度以降も継続導入

に向けてタクシー事業者と調整してまいり

ます。 

７ タクシーのバリアフリー化はかなり進行

していると感じるので、さらなるバリアフ

リー化を期待したい。 

（住民または利用者） 

引き続き、更なるユニバーサルデザイン

タクシーの導入に向けてタクシー事業者と

調整してまいります。 

 

７）自転車駐車場の整備に関すること 

８ 

 

Ｂ－②自転車駐車場の整備は、補助制度

が活用に至らなかった原因をどのように分

析しているか。 

（区議会議員） 

自転車駐車場の整備については、特に設

置需要が高い地域ほど整備に適した用地の

不足が背景にあり、制度の活用に至らなか

ったものと分析しております。 

９ 自転車駐車場の整備については、使い易

い補助制度にして頂き、実施をしていって

頂きたい。 

（区議会議員） 

補助制度の条件を見直すなど、事業を検

討される方にとって、利用しやすい制度と

なるよう検討してまいります。 
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No. 寄せられた意見の概要 区の考え方 

８）自転車シェアリングの拡充に関すること 

10 

 

自転車シェアリングの拡充について、人

気が高い。返却場所の予約を入れようとし

ても、予約がいっぱいとなり、なかなか予

約も取りづらくなっている。こういう人気

を支える施策となってほしい。 

（区議会議員） 

今後も、シェアサイクルの利便性を高め

られるよう、ポートの拡充等おこなってま

いります。 

11 

 

自転車のシェアリングの拡充を期待す

る。 

（住民または利用者） 

シェアサイクルの利便性を高められるよ

うポートの拡充等を行ってまいります。 

 

９）放置自転車対策に関すること 

12 「自転車施策」においての「放置自転車

対策」については、この程、足立区の治安

改善が大きく進み、自転車盗防止の面で

も、その改善が図られたことは大変喜ばし

い事である。自転車の施錠周知等放置自転

車対策の一層の促進をお願いする。 

（住民または利用者） 

令和元年度においては、新たに 4カ所の

自転車無料引き取り場所を追加したことや

自転車の施錠の周知など、積極的に放置自

転車対策を取り組んでまいりました。今後

も、放置自転車の更なる削減に向けて、継

続して取り組んでまいります。 

 

１０）交通安全教育に関すること 

13 

 

交通安全教育について大人向けの交通安

全講話、ポスター等、多くの実施を希望す

る（子供を乗せての安全な乗り方を指導し

てほしい）。 

（住民または利用者） 

子育てサロンでの交通安全講話や保育園

等での交通安全教室の際に保護者の方に参

加していただき、大人の方に対しても安全

な自転車の乗り方等について周知・啓発し

ていきます。また、ＳＮＳによる交通安全

の各種情報発信や自転車教室の動画配信な

どを活用し、積極的に交通安全教育に取り

組んでまいります。 

 

１１）バス利用者へのサービス向上に関すること 

14 

 

ＩＣカード定期券、乗り継ぎ割引導入と

もに、未導入の事業者すべて導入検討を行

ったとの理解でよいか。 

（区議会議員） 

ＩＣカード定期券、乗り継ぎ割引導入と

もに、未導入の事業者はすべて導入検討し

ております。 
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（２）その他の意見 

No. 寄せられた意見の概要 区の考え方 

15 今後、２０５０年ゼロエミッションを目

指す我が国の方針に対して、足立区で貢献

すべき交通セクターでの方向の討論が必要

になると思う。 

（学識経験者） 

足立区は令和３年３月に２０５０年まで

に二酸化炭素排出実質ゼロを目指す取り組

みとして、足立区二酸化炭素排出実質ゼロ

宣言を行いました。今後、公共交通の部門

における役割等についても、区役所内環境

部と連携して検討してまいります。 

16 計画書の「事業番号Ｄ－③バス位置情報

の提供」の備考に、導入事業者の記載があ

るが、当社（朝日自動車）も２０１９年１

２月にバスロケーションシステムを導入し

たので、追記をお願いしたい。 

（バス事業者） 

 追加の実績については、次回の足立区総

合交通計画推進会議にてご報告いたしま

す。 

17 花畑地域の検証運行が始まるがバスネッ

トワークの強化を考えるのも大切だが、区

としての「公共交通」の定義を考察する時

期に来ていると考える。 

（区議会議員） 

今後は、区としても変化のスピードの速

い社会情勢や、交通を取り巻く環境の変化

などを注視しながら、区民生活にとってど

のような交通手段を公共交通の役割として

確保していくべきか、計画への反映も視野

に入れて検討を行い、各事業を進めてまい

ります。 

 


